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１．はじめに
東北女子大学（以下、本学）は家政系女子大学

であり、現在、健康栄養学科（家政学科）と児童
学科の２学科で構成されている。健康栄養学科は
管理栄養士、栄養教諭、家庭科教員等の人材養成
を、児童学科では、小学校教諭、幼稚園教諭、保
育士等の人材養成を行っている。

本学は、平成 22 年度から推薦入試に合格した
入学予定者に対して、入学前教育を実施してき
た。入学前教育は入学後の大学生活をスムーズに
適応させるために行い、学習資料やレポート課
題、さらには Web の活用やワークショップ形式
を取り入れる等その方法や取り組みは大学によっ
て様々である１），２）。主に基礎学力を補うことや
大学での専門教育への意気込みを維持させる目的
が多く、大学での共同生活に重要なコミュニケー
ション力を高めることも含まれている。本学がこ
れまでに実施してきた入学前教育は、大学での学
びに必要な基礎学力を補うことを目的とした課題
が主であった。

推薦入試で早期に進路が決定した生徒は一般入
試を受験する生徒に比べ、入学までの長い期間に
気の緩みから高校の授業への集中力が落ち、生活
態度への影響があると考えられる。推薦入試の合

格決定から入学までの数か月の期間に、有意義な
体験学習をする機会があれば、大学での学修に生
かせるスキルを身につけることが可能である。

健康栄養学科は、平成 27 年４月、家庭科教員
や栄養士養成に軸をおいた家政学科から名称を改
め、管理栄養士養成課程として認可された。国家
資格の管理栄養士資格取得を目標とした学科で、
入学予定者の入学目的が明確である。このことは
前身の家政学科において、取得可能な免許がいず
れも選択制であったこととは異なる点である。

したがって、健康栄養学科では、入学予定者の
共通目的である管理栄養士の専門性を意識した課
題を与え、その効果や今後の課題を検討した。

２．入学前教育の概要
1）対象

推薦入試に合格した健康栄養学科への入学予定
者 15 名を対象とした。
2）入学前教育の内容

課題を与えるに際し、平成 27 年２月 21 日（土）
に対象者を集め、説明会を実施した。説明会後入
学までの期間は課題についてメールや電話での問
い合わせを可能とし、対象者の課題に対する心的
ストレスの軽減に努めた。入学前教育として与え
た課題は以下の①～④に示す通りである。
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写真1　生活習慣記録機（ライフコーダ）

図1-1　食事調査用紙（本人） 図1-2　食事調査用紙（保護者）

①生活活動リズムの測定
生活習慣記録機 ライフコーダ GS（SUZUKEN）

を用いて、運動強度や歩数などから１日の総エネ
ルギー消費量を測定した（写真１）。測定期間は
平成 27 年２月 22 日（日）～４月 25 日（土）の
８週間とした。

②食事調査
調査期間は説明会翌日から入学までの期間のう

ち連続した８日間とし、本人および家族の食事を
記録した。調査用紙は図1-1、1-2の様式を用いた。

③データ集計
①と②について、対象者が自己データを集計し

た。入学後、数回に分けてデータ集計のガイダン
スを行い、データ入力やグラフ作成をし、各自結
果をまとめた。

④結果の発表
③で集計したデータをもとに、自分の生活を振

り返り、発表する機会を設けた。結果の発表は健
康栄養学科１年次の合宿研修会（平成 27 年６月）
で行った。対象者が自分のデータについて発表
し、入学前教育を受けていない１年次生はその発
表から、どのような入学前教育が行われたのかを
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知る機会とした。

３．学生へのアンケート調査と結果
入学前教育の効果と今後の課題を検討するた

め、アンケート調査（図２）を実施した。調査対
象、調査時期は以下のとおりである。なお、調査
時期は入学してから半期以上大学生活を過ごした
時期とした。

調 査 時 期：平成 27 年 11 月２日

調 査 対 象：健康栄養学科１年次 41 名
回  収  率：回収率 100％ （41 名中１名欠席の

　　　　　　　ため、配布数 40、回収数 40）
有効回答数：38（回答に欠損のある２名を除外）
入学前教育の受講の有無では、推薦入試の合格

者 15 名全員が入学前教育を受けたと回答したが、
うち１名は一部未回答があるため集計から除外し
た。

入学前教育を受けた学生のみに対する質問で

表1　入学前教育で意欲的に取り組めた課題（複数回答可） ｎ＝14
１．生活活動リズム ２．食事調査 ３．データ集計 ４．結果の発表 ５．なし

８名（57.1％） ７名（50.0％） ５名（35.7％） ３名（21.4％） １名（7.1％）

表2　各課題の難易度
ｎ＝14

１．簡単 ２．やや簡単 ３．適度 ４．やや困難 ５．困難
１．生活活動リズム ３名（21.4％） １名（7.1％） ６名（42.9％） ２名（14.3％） ２名（14.3％）
２．食事調査 ０名（0％） １名（7.1％） ４名（28.6％） ６名（42.9％） ３名（21.4％）
３．データ集計 ０名（0％） １名（7.1％） ３名（21.4％） ９名（64.3％） １名（7.1％）
４．結果の発表 ０名（0％） ０名（0％） ９名（64.3％） ４名（28.6％） １名（7.1％）

図2　アンケート調査用紙
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は、表１に示した意欲的に取り組めた課題（複数
回答可）は、生活活動リズムの測定８名（57.1％）、
食事調査７名（50.0％）、データ集計５名（35.7％）、
結果の発表３名（21.4％）であった。入学前に行っ
た２つの課題については約半数が意欲的に取り組
めたと回答したが、入学後に行った残り２つの課
題に意欲的に取り組めたと回答したのは２～３割
程度であった。

表２に示した課題の難易度は、生活活動リズム
の測定から「適度」６名（42.9％）、「簡単・やや
簡単」が４名（28.6％）、「困難・やや困難」が４
名（28.6％）となった。食事調査は４名（28.6％）
が「適度」と回答したが、「困難・やや困難」は
９名（64.3％）と３分の２以上が困難であると回
答した。データ集計は「簡単」０名で、「適度」
３名（21.4％）、「困難・やや困難」は 10 名（71.4％）
と課題をこなすのに多少の苦労がうかがえた。結
果の発表では、「困難・やや困難」が５名（35.7％）
であったものの、過半数の９名（64.3％）が「適度」
と判定した。

入学前教育を受けて、大学での学修に関心を
もったかは、14 名中 11 名が「もった・ややもっ
た」と回答し、78.6％が入学前教育を受けたこと
により、大学での学修に関心を示したことがわ
かった。

入学前教育に対して受けてみたかった課題の自
由記述において、入学前教育を受けた学生では、

「自分の体に関するものだったので、普通の勉強
と違って、関心と興味を持ってとりくめた」との
感想や、栄養価計算や運動習慣調査など管理栄養
士の専門性につながるような課題を受けてみた
かったという回答があった。あわせて、基礎的な
事項を復習するような課題を希望する回答も複数
見られた。逆に入学前教育を受けていない学生で
は、自分も入学前教育を受けてみたかったという
回答があり、また、受けてみたかった課題には、
筋力測定や時間栄養学などがあげられ、入学前教
育に対して意欲的にとらえている傾向が認められ
た。また、入学前教育の受講の有無に関わらず、
基礎学力を補う課題を希望する回答は多数見られ

た。
健康栄養学科に入学して今どう感じているか

は、「入学してよかった」「勉強をしっかり頑張ら
なければならない」等の意欲的な回答があった。
しかし、「勉強が難しい」「管理栄養士になれるか
不安」といった現状や将来への不安を示す回答も
見受けられた。

管理栄養士課程カリキュラムの専門基礎分野・
専門分野において、現状でどの分野に興味関心を
持っているかを調べるため、管理栄養士国家試験
ガイドラインの中から、関心のある大項目を 10
個自由選択させた。入学前教育の受講の有無に関
係なく、いずれも専門基礎分野を約 40％、専門
分野を約 60％選択しており、概ね専門基礎分野
と専門分野の大項目数の比率と類似していた。し
かし、学生の選択の仕方をみると、現状では未開
講である管理栄養士の専門分野を多く選択した学
生も複数おり、これからの学修に関心を示す結果
になった。

４．今後の課題
健康栄養学科の入学前教育の目的は、専門教育

への導入であり、地域に根差した「食と健康」を
担う管理栄養士を目指し、まず「自分の生活を振
り返ること」を重視した。大学での学修への動機
づけに重点を置いたことにより、入学前教育を受
けた学生の約８割が入学前教育を受けて、大学で
の学修に関心を深めたと考えられる。山岡２）に
よる入学前教育に対する高校現場の意識調査によ
ると、入学前教育で重点を置くべき内容として、

「高校の学習の復習と基礎学力強化」34％に対し、
「大学の学修の準備」が 54％と上回った。この理
由としては「モチベーション」と「学びの姿勢の
涵養」の２面があげられた。今回の入学前教育は

「管理栄養士を目指すモチベーションの維持」と
いう観点から有意義であった。

一方、今回のアンケート調査結果をみると、入
学前教育の受講の有無に関わらず、入学してから
半年経過し、将来の進路に不安を抱いている学生
は少なくない。社会貢献を目指す管理栄養士の職
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業像や４年後の国家試験合格への意欲と不安、現
状の学力で所定のカリキュラムを修得できるかと
いう不安など様々である。

大学での積極的な学修を体験する機会を与える
ような入学前教育により、入学予定者のモチベー
ションを維持することができる。これは入学後の
学修かつ大学生活の充実を図るうえでも重要であ
る。一方で、入学前教育の受講の有無に関わらず、
入学後に不安を抱える現状が浮き彫りとなった。

今後は、職業像を具体的にイメージできるよう
な入学前教育として、管理栄養士に求められる栄
養学や食事評価等を体験できる内容を取り入れる
方針である。健康栄養学科の特色を活かした入学
前教育の確立に向けて、課題内容とその評価法に
ついて取り組むことが必要である。
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